


来年 こそは /
沼 山 美 樹 子

今年の全国大会 も神奈りl履嚇た 、みごとな成績 で終 りま した。私達 は四位 と代表 にこそなれません

で したが、 その くや しさが引 き金 となり、 その後 の試合では、大会 での教訓 をいか し、良い成績 を納

めています。 い ざとい う時 にベス トで戦 えるよ う、 多 くの大会 に参加 し、 自信 をつけてゆ こ うと思 っ

ています。私 の クラブ相 模原 グ リー ンには、全国大会出場選手が何人 もお られます。 その方達 の胸 を

か りて練習出来 る事 は、 とて も恵 まれていると思 います。 クラブの皆様 の応援 で、私の来年の全国大

会へ向けての練習は、 も う始 まっています。 これか らの一年間ケガの ないよ うに、ベス トな状態 で望

め るよ う、パー トナー と共 に頑張 りたいと思 います。

浅 沼 栄 子

『四組 の中か ら一組 だけ落 とす 日』 と言 って も過言ではないで しょう、 9月 27日 とい う日は .′

朝 日レデ ィース県予選最終 日、私達二人 にとってはまさに地獄の一 日で した。先程 まで同 じコー ト上

で三位決定戦 を戦 っていた鈴木・早坂組 が私 の右 に並 び、満面笑み をたた えた岡田・足立組、 田渕 ・

遠藤組 に「おめで とう」 と祝福 を受 けている。代表旗 を囲む三組、沐目南 スポーツセ ンターの土 を′
l・Iめ

しく見つめ る残 りの一組、今 までの負 けの中で 晦` しさ指数、一番の一敗 ではないで しょうか。

明券ちた くて も勝 てなかった」彼女達 が全国大会で優勝 し、 自分の位置力洸よっ きりわか りま した。

頑張 りたい と思 います。来年 は絶 対に「四位」 とい う屈辱感 だけは味 わいた くあ りませんか ら ・̈。

第 2回 武石杯 熟 女 の技 と技 の競 い合 い

天 野 佐 智 子

年 々盛 んにな ります女子連の行事 も、滞 りな く今年 も終 ろ うとしてお ります。

武石杯 も、第二回 目を10月 29・ 30日 に鎌倉 ロー ンテニス倶楽部 で行 われました。

この大会 は、昨年 か ら始 め られた もので、前支部長の武石様 から優勝杯 が寄贈

され、ふ さわ しく、年令制限 をした トーナメ ン トなのです。50才か ら54才迄の

組 と55才以上の組 の 2つの グレー ドにした ものです。今年 は有資格者 140名余

りの方々に要項 を送付 し25組の方 々が参加下 さいました。 お年寄 りの大会 と側 か ら言われてお ります

が、なんと言 って もテニスはハー ドなスポーツ、体 力の年令差 は勝 敗 に大 いに関係 があ ります。老若

を問わずの トーナメ ン トも刺激 があって楽 しいとは思 いますカミ 同世代で、技 を力 を競 い合 うの も気

楽 ではあ りませんか。 どうかもっと積極的 に参加 して戴 き度 い と思 います。今年度の決勝戦は、日召和

9年イヌ年生れの 4名 が。ケ ンを競 い合 いま した。 とて も50才の試合 と思 えない、力強 いサーヴィス、

スマ ッシュ、スピー ドボールの打合 い、 さすが と思 われる ドロ ップショッ ト、攻撃 ロビング、辛抱強

いポイン トの取 り合 い、結果はファイナルセ ッ トの タイブ レー クで優勝 が決定 した白熱の戦 いで した。

さて2000名 の大世帯 にな りま した神奈り|1県支音6も 支部長 を中′心に役員15名 が、手 さぐりなが らも着

実 に行事 を企画 し、運営 してお ります。適材適所の言葉通 り各 々が、任 された仕事 に、 それは一生懸

命 にたず さわってお ります。皆,主婦、母、選手等三役 も四役 もある方 が、会員のお世話 をしてお り

つ ます。 A・ BoCの ニ ブロ ック制 も、当初の 200名位 か ら現在は 700名近 い大 ブロ ックにな りま した。

各 ブロ ック内の行事 も、支部長並のプロ ック長 さんが大変上手 く行 っているよ うです。今年 も朝 日レ

デ ィース大会 は全国優勝出来 ました。 この大会 6回中 4回 も本県 が優勝 し得 たのは、神奈川県支部の

組織の合理的 さ、運営 の確 実 さ等 がもた らす結果ではないかと考 えられます。 日本女子 テニス連盟が

発足 したす ぐ 1年後 の昭和44年 に神奈川県支部 が誕生 したそ うです。良 き先輩の皆様方 力ヽ まぐくんで

下 さった この会 を、私達現役員 カミ 大切 に守 り、少 しずつで も充実 させて又後輩の方へ とバ トンタッ

チしたい と思 います。武石杯 は、神奈川支部 15年間の集大成のよ うな気 が します。三年 目四年 目と少

しずつで も大 きく育 って、よ り良い大会 に発展す る事 を念願致 します。
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朝 日 レデ ィー ス全 国 大 会 を振 り返 っ て

トーナメ ン トで しか顔 を合 わせたことのなかった監督 を含めて 7人の即席赤の

他人チームが一つの 目標 に向 って、たつた三 日間の間に凝縮 した本音の関係 を持

てた ことは素晴 しいことです。 しかもその勝負は「当た り」 と出たのですか ら。

平凡 な主婦 が普通経験す ることも出来 ないよ うな多大 な期待 を掛 け られ、 しか

ももっと嬉 し'い ことに、 それに しっか り応 えることが出来 るなんて、 こんな光栄

は三度 と味 わ うことはないで しょう。

テニス歴 10年、身心・技術全てに於 て自分 な りの ピー クだと感 じます。 これで、

うな気 もす るし、劣 える体 力、気 力に鞭打 って精進すべ きよ うな気 もす るし…・・・。

ついた ところで、ゆっ くり考 えてみ るとします。

子佑田岡

足立・ 岡田選手

ほっと終 りたいよ

まあ、ひ と区切 り

足 立 江 津 子

三 日間の短 かった試合、だが長 かった全国 レデ ィースの道の り。無事試合 が終 了 した事 でホ ッとし

ました。最終 日、千葉戦 に入 る時、耳 に した優勝決定、笑顔で試合 に入 る事 は初 めて。(試合 っていつ

もこ うだ といいなあ、 と一瞬思 いま した)そ れも一身同体の様 な応援 (共すれば応援 の中 に引 き込 ま

れそ う)あ れば こそ、勝 ち得 たものだと思 います。

皆様、本当にあ りが とうございました。人 と人 とのつ なが り、友達、

etc…  テニス をして、良かった と思 います。

思 いや り、優 しさ、厳 しさ、

「 どうして ′どうしていつ もの私達のテニスが出来 ないのか しら」 この言葉 を

全国決勝大会の初 日から三 日目の決勝迄何度繰 り返 した事で しょう。特 に準 々決

:券で対宮崎戦 には終始一貫 したロビング攻勢 にただただボールを返すだけ、 なん

の攻撃 も出来ず、 かといって守備 にも徹せ られず負 けて しまい悔 いの残 るゲーム

展開にシ ョゲている私達 に先輩方 が次の様 に良いア ドバ イスをくだ さいま した。

明券たな くてはならないと思 うか らあんなテニスになるの ヨ、 自分達のテニス を      ■機

して負 けた ら悔 いはないで しょう、明 日は じっか りあなた達の平行 陣のテニス を 遠藤・ 田渕選手

してごらんなさい」 私はこの言葉 を肝 に命 じて決勝 に挑みました。神奈りllの優月券は諸先輩方 を始め

岩本監督、テームメイ トの強い団結 に支 えられたもの と、皆様 に深 く感謝申 し上げたいと存 じます。

ネ申奈メll輝 く全国制覇、 4度 目の優勝成 る .4′ なんとすばらしい響 きをもっスL言葉 で しょう。 この′
1央挙

を成 し遂 げたチームの一員で あったことは最高の喜 びであ ります。県大会、全国大会 と苦 しい試合の

連続で、 まだまだ自分の未熟 さを知 らされなが ら県命 に戦 って参 りま した。本当に多 くの方 々の御指

導 と御支援 を賜 わ りま した こと、心 よ りおネL申 し上 げたい と思います。三度 とない貴重 な体 験 をさせ

ていただ き、スポーツにテニスを選んでいた ことを誇 りに思います。優 しかった岩本監督 は じめ岡田

さん足立 さん鈴木 さん早坂 さんそ して最良のパ ー トナー遠藤 さんに感謝 しつつ幸せ をかみ じめてお |、
ノ

ます。

鈴 木 志 都 子

11月 8日 、念願の優勝 が決 まった瞬間、ヤ ッタとい う歓喜 と同時 に地区予選 、

県予選 そ して練習会 での色 々な事 が心 に蘇 り胸 が一杯 にな りました。

思 えば私の様 な未熟者 が朝 日レデ ィース大会 に出場 し、 しかも素日青しいプ レイ

ヤーが浴れ る神奈川県の中で幸運 にも県代表 になれた喜 び、そ して先輩方の′階 し

みない協 力
｀
クラブの友人達の温 かい励 ま し、 どれ も皆 んな心 に残 る思 い出です。

それか ら応援 に来 て頂 いた皆様本当に有難 と うございま した。

最後 に主婦であ りなが ら貴重 な体験が出来 ました事 を幸せ に思 ってお ります。

早 坂 寿 枝

優勝 が決 まった瞬 間、 この lヶ 月間の練習会で落 ち込 んで しまった事、経験 した事の ない大舞台ヘ

の不安、試合前の緊張感等 が一ぺ んに吹 っ飛んで、た とえよ うのない満足感で一杯 にな りました。

思いがけず県大表 とな り、練習会 で力のなさを思 い知 らされ、悩 んだ 日もあ りま した。 しか し、チー

ムを信 じ、監督 を信 じて、ついて きた甲斐 があ りま した。弱気 になった時、励 ま して頂 いた岩本監督

各試合の後、ア ドバ イス して頂 いたチームの皆様、忙 しい中、練習会 に参加 して頂 いた先輩 の皆様、

又連 日応援 に来て頂 いた人達への感謝の気持 ちで一杯 です。本当 にあ りが とうございました。
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